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選手自身に考えさせ
ソフトボールIQを鍛える

▲富士大準硬式野球部出身の森監督。高橋部長の下でソフト

ボール指導の経験を積み、今年から監督として指揮を執る
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l
強
力
な
ス
タ
ッ
フ
陣

童
話
集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

や
詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
な
ど
、
多

く
の
作
品
を
遺
し
た
、
詩
人
で
作
家

の
宮
沢
賢
治
誕
生
の
地
で
あ
る
岩
手

県
花
巻
市
に
富
士
大
は
あ
る
。
1
9

6
5
年
、
奥
州
大
と
し
て
関
学
。
7
6

年
か
ら
現
校
名
に
な
っ
た
富
士
大
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
創
部
さ
れ
た
の

は
2
0
0
1
年
4
月
の
こ
と
だ
。

「
ウ
チ
は
経
済
学
部
の
み
の
単
科
大

学
で
、
以
前
は
女
子
学
生
が
少
な
か

っ
た
ん
で
す
。
昔
か
ら
硬
式
野
球
部
、

柔
道
部
、
剣
道
部
、
卓
球
部
が
強
化

部
で
、
そ
れ
に
準
強
化
部
の
部
活
も

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
男
子
学

生
が
メ
ー
ン
。
女
子
学
生
を
増
や
す

た
め
、
女
子
の
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入

れ
る
た
め
に
創
部
さ
れ
ま
し
た
」

こ
う
話
す
の
は
、
コ
ー
チ
を
経
て
、

今
年
4
月
か
ら
指
揮
を
執
る
森
英
寿

監
督
だ
。
初
代
監
督
は
硬
式
野
球
部
の
監
督

経
験
が
あ
っ
た
故
・
斎
藤
芳
徳
さ
ん
。

1
期
生
の
全
日
本
総
合
選
手
権
ま
で

指
揮
を
執
り
、
そ
の
後
、
硬
式
野
球

部
の
監
督
に
復
帰
。
そ
れ
に
と
も
な

い
創
部
か
ら
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
た

高
橋
知
美
現
部
長
が
監
督
に
就
任
し
、

今
年
3
月
ま
で
指
揮
を
執
っ
た
。
前

部
長
の
退
職
で
部
長
と
な
っ
た
が
、

練
習
や
遠
征
に
も
帯
同
し
、
森
新
監

督
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
通
り
チ
ー
ム

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
。

創
部
当
時
を
知
る
高
橋
部
長
は

「
あ
れ
は
悲
し
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
す
ね
」
と
回
顧
す
る
。

1
期
生
が
入
登
別
、
高
橋
部
長
の
母

校
日
本
体
育
大
と
練
習
試
合
を
し
た

と
き
、
「
3
イ
ニ
ン
グ
で
挙
2
9
失
点
」

し
た
。
そ
こ
か
ら
始
ま
り
、
高
橋
部

長
も
寮
生
活
を
し
な
が
ら
片
付
け
や

あ
い
さ
つ
な
ど
礼
儀
か
ら
指
導
。
東

日
本
イ
ン
カ
レ
で
は
2
年
目
に
重
恩

女
子
体
育
大
に
、
3
年
目
に
は
日
体

大
に
勝
利
。
3
年
目
か
ら
は
実
業
団

と
も
試
合
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

徐
々
に
カ
を
つ
け
て
い
っ
た
。

「
イ
ン
カ
レ
や
全
日
本
総
合
に
行
け

る
よ
う
に
な
り
、
3
年
日
く
ら
い
か

ら
意
識
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
l
、

2
、
3
期
生
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
よ
」
（
高
橋
部
長
）

高
橋
監
督
、
森
コ
ー
チ
の
元
で
チ

ー
ム
は
さ
ら
な
る
成
長
曲
線
を
描
い

て
き
た
。
そ
し
て
今
年
、
監
督
の
交

代
で
ま
た
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。

森
監
督
は
富
士
大
準
硬
式
野
球
部

の
O
B
。
卒
業
後
は
就
職
先
の
軟
式

野
球
部
で
プ
レ
ー
し
た
が
、
富
士
大

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
職
員
に
な
っ

た
。
4
年
間
、
準
硬
式
野
球
部
の
コ

ー
チ
を
務
め
、
0
5
年
1
月
か
ら
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
へ
。
「
何
も
知
ら
な
け

れ
ば
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
し
ょ
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
は
ウ
チ
の
ど
ん
な
強
化
部
よ

り
も
気
合
い
が
入
っ
て
い
た
。
そ
こ

に
行
く
な
ら
、
こ
っ
ち
も
気
合
い
を

入
れ
な
い
と
ダ
メ
だ
な
と
思
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

野
球
よ
り
塁
間
が
短
い
た
め
、
最

初
は
ノ
ッ
ク
に
も
戸
惑
っ
た
と
い
う
。

春
に
は
熊
野
オ
ー
プ
ン
で
実
業
団
の

レ
ベ
ル
に
驚
い
た
。
同
時
に
、
大
学

や
実
業
団
の
ノ
ッ
ク
を
見
て
学
ん
だ
。

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
野
球
よ
り
も
シ

ビ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
さ
が
あ
る
の
が
野
球
。
繊
細
で
緻

密
な
の
が
ソ
フ
ト
。
ソ
フ
ト
の
ほ
う

が
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

高
橋
部
長
と
と
も
に
チ
ー
ム
づ
く

り
を
す
る
中
で
大
切
に
し
て
き
た
の

ト
0
4
年
秋
か
、
乞
う
年
3
月
ま
で
直
馨
を
務
め
た
高

橋
部
長
。
「
ウ
チ
は
東
北
の
子
が
多
く
、
全
国
大
会

を
経
験
し
て
い
る
子
も
少
な
い
。
森
陸
蕾
に
は
ベ

ス
ト
8
の
壁
を
超
え
て
ほ
し
い
」
と
今
後
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く

ト
富
士
大
で
は
選
手
た
ち
が
メ
一
一
ユ
ー
を
考
え
る
。

現
チ
ー
ム
は
打
撃
メ
ー
ン
の
日
と
守
備
メ
」
／
の

日
を
分
け
て
練
習
し
て
い
る
。
1
日
練
習
だ
っ
た

こ
の
日
は
午
前
、
午
後
と
も
に
打
撃
練
習
が
中
小

だ
っ
た
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は
、
選
手
が
「
は
い
」
や
「
い
い
え
」

を
使
わ
な
い
質
問
を
す
る
こ
と
だ
。

「
な
ぜ
、
と
疑
問
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

何
で
こ
の
練
習
を
や
っ
て
い
る
か
を

常
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
『
な
ぜ
、
こ
う
な
の
？
』
と
聞

い
て
も
、
『
は
い
』
　
っ
て
。
い
や
、
『
は

い
』
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
、
と
（
笑
）
。

高
橋
の
信
念
で
す
が
、
昔
か
ら
『
は

い
』
　
『
い
い
え
』
　
で
答
え
る
質
問
は

し
な
い
ん
で
す
。
会
話
を
す
る
こ
と

で
、
分
か
っ
て
い
な
い
な
と
か
、
怒

ら
れ
る
こ
と
か
ら
逃
げ
て
い
る
な
と

か
、
そ
の
選
手
の
こ
と
が
見
え
て
き

ま
す
」対
話
を
す
る
こ
と
で
選
手
を
知
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
選
手
の
考
え
る
力

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
「
ど
れ
だ

け
打
て
で
も
投
げ
ら
れ
て
も
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
I
Q
が
高
く
な
い
と
良
い

選
手
に
は
な
れ
な
い
。
自
分
の
後
ろ

で
起
こ
っ
て
い
る
プ
レ
ー
を
予
測
し

て
感
じ
な
さ
い
」
と
選
手
に
は
常
々

伝
え
て
い
る
。

監
督
に
な
っ
て
か
ら
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
増
や
し
た
。
「
こ
れ
は
分
か

る
よ
な
、
こ
れ
は
言
わ
な
く
て
も
分

か
る
だ
ろ
う
は
や
め
た
ん
で
す
」
。

状
況
に
応
じ
た
判
断
や
セ
オ
リ
ー
を

確
認
す
る
。
大
学
に
入
る
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
教
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
異

な
る
た
め
、
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

手
応
え
感
じ
た
イ
ン
カ
レ

今
年
の
イ
ン
カ
レ
は
、
過
去
最
高

成
績
に
並
ぶ
8
強
入
り
を
果
た
し
た
。

森
監
督
は
「
試
合
に
出
て
い
な
い
4

年
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
お
か

げ
で
、
出
て
い
る
選
手
が
試
合
に
集

中
で
き
た
。
ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を

中
心
に
ロ
ー
ス
コ
ア
で
ゲ
ー
ム
を
つ

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
面
の
向
上
が
勝
因
で
す
」
と
話
す
。

2
年
生
エ
ー
ス
・
苅
込
千
波
の
成

長
は
何
よ
り
も
大
き
か
っ
た
。
福
島
・

い
わ
き
光
津
南
の
出
身
。
高
校
時
代

は
部
員
が
9
人
ぴ
っ
た
り
の
少
人
数

で
、
自
分
の
練
習
に
時
間
を
割
け
な

か
っ
た
。
大
学
で
は
自
分
と
向
き
合

う
時
間
が
増
加
。
走
り
込
み
な
ど
で

体
力
も
付
き
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
対

す
る
考
え
方
も
確
立
さ
れ
た
こ
と
で

能
力
が
開
花
し
た
。

3
人
の
4
年
生
の
う
ち
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
は
遊
撃
手
の
松
橋
妃
呂
香
の
み
。

l
、
2
年
生
か
ら
試
合
経
験
を
積
ん

だ
選
手
が
多
く
、
そ
れ
ら
も
奏
功
し

た
。
し
か
し
、
準
々
決
勝
で
対
戦
し

た
日
体
大
に
四
死
球
や
失
策
か
ら
失

点
し
、
「
自
滅
気
味
」
（
森
監
督
）
で

敗
戦
。
8
強
の
壁
は
越
え
ら
れ
な
か

った。イ
ン
カ
レ
の
初
戦
で
先
頭
打
者
本

塁
打
を
放
つ
な
ど
、
打
撃
好
調
だ
っ

た
金
田
汐
央
里
を
主
将
と
す
る
新
チ

ー
ム
は
再
び
、
目
標
の
大
学
日
本
一

に
向
か
っ
て
走
り
出
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

こ
と
と
し
て
『
気
』
を
掲
げ
る
。
金

田
主
将
は
、
「
気
迫
を
出
す
こ
と
や

気
持
ち
に
波
を
つ
く
ら
な
い
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
『
気
』
は
必

要
な
の
で
」
と
、
そ
の
意
図
を
話
す
。

さ
ら
に
、
チ
ー
ム
の
徹
底
事
項
も
決

めた。
①
気
持
ち
の
あ
る
あ
い
さ
つ
・
返
事

を
当
た
り
前
に

②
決
め
た
こ
と
を
最
後
ま
で
絶
対
に

や
り
通
す

森
監
督
も
変
化
を
感
じ
て
い
る
。

「
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
雰
囲
気
が

ま
た
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
が
悪
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
う
し
た
目
標
に
し
て
も
、

3
年
生
は
人
が
面
白
い
。
こ
の
子
た

ち
が
し
っ
か
り
戦
え
れ
ば
、
来
年
は

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
と
思
え
る
」

豊
田
自
動
織
機
の
高
松
久
美
子
ト

レ
ー
ナ
ー
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
3
年

が
経
ち
、
選
手
た
ち
の
体
つ
き
も
変

化
。
来
年
が
一
つ
の
集
大
成
で
も
あ

る。「
人
と
し
て
は
悪
く
な
い
が
、
勝
負

師
と
し
て
優
し
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
闘
争
心
を

出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
森
監
督

が
言
え
ば
、
高
橋
部
長
も
「
勝
負
師

と
し
て
は
心
細
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

東
北
の
子
た
ち
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ

な
地
域
の
子
と
融
合
し
て
勝
ち
た
い

で
す
ね
」
と
話
す
。

0
1
年
の
創
部
か
ら
1
2
0
人
ほ
ど

の
卒
部
生
を
輩
出
し
、
彼
女
た
ち
の

寄
付
も
あ
っ
て
チ
ー
ム
は
成
長
を
遂

げ
て
き
た
。
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

紡
い
で
き
た
歴
史
は
、
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
か
ら
、
〝
日
本
㌻
に
続
い
て
い
る
。
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ときはすごく面白い。明るく　　なりたい。修行中です（笑）。 
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心を持って練習しているので、　を考えて、信頼関係を築いて 

捕っていて楽しいです。　　　いきたいです。苅込を中l高二 
－今後に向けて　　　　　　他の投手を上げていきたいで 

苅込　体力面も課題な ������ので志　　す。 
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≡　難しいです。メンバーが　　らいながら引っ張ろうと 

葦　残っているから勝てるとは　思っています」 
；思わず、また－からのス　Q　目標は？ 

；タートです」　　　　　「日本一です。今年は最後 
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！ �� ∴ 書－打撃で大切にしている　門馬今年のインカレでは、 

こと　　　　　　　　　　　　チャンスで打てませんでし 

門馬　下半身を使うことで　　た。1球を確実に捉えられ 賓 菖上　す。そうすることでバット　るようになり、いろんな投 

崇　を振り切って、打球が飛ぶ　手に対応できるバッチイン 
違　ようになりました。　　　　　グをしていきたいです。 

萱　柏原　右ヒザが開くと打球　柏原　DPなので不調だと 
三　が強くならないので、右ヒ　使ってもらえません。波は‾ 

≡　ザを開かず、壁をつくるイ　あると思いますが、常に実 

薫　メージで打っています。　戦を意識して練習し、良い 

箋一束シーズンに向けて　状態をキープしかです。 
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－新チームになって　　　　　ウトにするという気持ちがプ �������������∴ ∴ 

富　山口　二遊間が変わったので、　レ一に出ています。 日 善　連携をうまくやりたいと思いま　－どんな選手になりたい？ 

…　す。オフは基礎を固めます。　　山口　セカンドはいろいろなこ 

…　杉浦　足を引っ張らないように、　とができる、仕事がたくさんあ 

葺　少しでも先輩に追いつけるよう　　るポジションです。守備力を 

葺　に頑張りたいと思っています。　もっと伸ばしていきたいです。 
≡　－お互いの良いところ　　　　杉浦　ショートに打球が行った 」 ‡山口　思い切って前に出られて　ら絶対にアウトを取れると思っ 

‘いると思います。　　　　　　　てもらえるような、周りから愛 

；杉浦　どんな打球でも絶対にア　　される選手になりたいです。 



身体の突っ込みを正す
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1秒につきに1球ずつ、ボンボンとリズムよく打ち込む。身

体が前に突っ込む選手が増えてきたため、昨年から導入し、打
撃練習前に行なっている。足の動きは使わずに、ヘソの前で
とらえることがポイント。「体軸と体幹を意識し、一瞬でカを

入れることを感じてほしい。自分の近くで強くとらえる」と

森監督。高松トレーナーの指導で身体の強さができたため、そ

91秒に1球ずつボンボンとリズムよく打ち込むの足
を動かさずに、トスされたボールをヘソの前でとらえる

∴ ∴ �態＿謹言i 
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のカを存分に使うためでもある。「新しい携帯電話にしたの
に、新機能を使わないようなもの。せっかく、身体を使える
ようになったのだから、意識をしなさいというのも含めてで

す」。インパクトで力を加えられるようになったため、今年に

なってから広角に強い打球が増え、打球が飛ぶようになった
という。

モップがげで体幹を鍛える
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田ハンドボールコートを使って1種類を2－3往復する田雑巾がげの要領
で行う。ネーミングはかわいらしいが、なかなかハードなトレーニングだ

スポーツセンターのトラック内で行うモップ掛け。昔は雑

巾でやっていたが、いつしかモップに進化した。体幹や股関
節を鍛え、腸腰筋の強化を目的に始まった。10年以上、続い
ており、富士大の伝統的なメニューになっている。一人で押

し掛けをしたり、カエル跳びをしたり、二人一組で呼吸を合

轡 � 
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わせて押し掛けをしたり。1種類をハンドボールコートで2
－3往復する。高松トレーナーに相談したところ、オススメ

メニューとして公認された。このメニューには、雑巾掛けの

イメージから「一休さん」という可愛らしいネーミングが付

けられている。


